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――みんなでどの場所へいく？

君
きみ

たちは旅
たびびと

人だ。この世
せかい

界をあてもなく旅
たび

して、エゼキエルへとやってきた。そこは平
へいや

野に広
ひろ

がった大
おお

きな街
まち

だ。

今までの街にあった貧
ス ラ ム

民窟はなく。商
しょうてん

店は豊
ほう ふ

富に物
もの

が売
う

られ、治
ちあん

安が良
よ

い。－すれ違
ちが

う人
ひとびと

々はみんな笑
えがお

顔だ。

そんな時
とき

、街
まちなか

中にある立
た

て札
ふだ

に気
き づ

付く。そこには「領
りょうしゅ

主フランク・レナードの悩
なや

みを解
かいけつ

決できる者
もの

を求
もと

む」とあった。

人
ひとびと

々が幸
しあわ

せそうな生
せいかつ

活をしている街
まち

の責
せきにんしゃ

任者である領
りょうしゅ

主の悩
なや

みとは一
いったい

体何
なん

だろうか。

エゼキエル

領
りょうしゅ

主の館
やかた

領
りょうしゅ

主フランク・レナード

君
きみ

たちは領
りょうしゅ

主の住
す

む館
やかた

に着
つ

いた。入
いりぐち

口

に立
た

っている守
しゅえい

衛に要
ようけん

件を伝
つた

えると、

領
りょうしゅ

主の仕
しごと

事部
べ や

屋へと案
あんない

内された。老
ろうじん

人

と呼
よ

んでもよい顔
かおいろ

色の悪
わる

い男
おとこ

がいる。

顔
かおいろ

色の悪
わる

い男
おとこ

は君
きみ

たちに近
ちか

づいた。

「ワシがこの街
まち

の責
せきにんしゃ

任者であるフラン

ク・レナードだ。実
じつ

は君
きみ

たちに相
そうだん

談し

たい事
こと

がある。」

「どんな病
やまい

も治
なお

す薬
くすり

の作
つく

り方
かた

を悪
あくま

魔に教
おそ

わった。この薬
くすり

は半
はんとし

年に一
ひと

つしか作
つく

れ

ない。そして薬
くすり

を作
つく

る代
だいしょう

償は13歳
さい

から

18歳
さい

の健
けんこう

康な若
わかもの

者の命
いのち

だ。」

「ワシはこの薬
くすり

を他
たこく

国に売
う

った金
かね

で、街
まち

に学
がっこう

校を作
つく

った。孤
こ じ

児や障
しょうがい

害を持
も

つ者
もの

に生
せいかつひ

活費を与
あた

えている。」

「しかしワシの良
りょうしん

心はすでに限
げんかい

界だ。罪
つみ

のない街
まち

の若
わかもの

者を豊
ゆた

かさの犠
ぎせい

牲にする

ことは耐
た

えられない。」

「問
もんだい

題は議
ぎかい

会の連
れんちゅう

中だ。ヤツらは薬
くすり

を作
つく

り続
つづ

けろと言
い

う。ワシの代
か

わりに議
ぎかい

会

連
れんちゅう

中を説
せっとく

得して薬
くすり

を作
つく

ることを止
や

めさ

せて貰
もら

えないだろうか？」

【🚩条
じょうけん

件：領
りょうしゅ

主の話
はなし

を聞
き

く】を達
たっせい

成する。

議
ぎ じ ど う

事堂

議
ぎか い

会の代
だいひょうしゃ

表者

議
ぎ じ ど う

事堂の扉
とびら

は閉
し

まっている。

【🚩条
じょうけん

件：領
りょうしゅ

主の話
はなし

を聞
き

く】と以
い か

下に続
つづ

く。

扉
とびら

が開
ひら

き、議
ぎ じ ど う

事堂の受
うけつけ

付で用
ようけん

件を

告
つ

げると、議
ぎかい

会の代
だいひょうしゃ

表者を紹
しょうかい

介された。

30 代
だい

の女
じょせい

性が君
きみ

たちに話
はな

し始
はじ

める。

【🚩条
じょうけん

件：領
りょうしゅ

主の話
はなし

を聞
き

く】と議
ぎかい

会の

代
だいひょうしゃ

表者が話
はな

してくれる。

「私
わたし

が議
ぎか い

会の代
だいひょうしゃ

表者です。」

「あの薬
くすり

がない時
じだい

代を私
わたし

は知
し

っています。

学
がっこう

校がなく安
やす

い仕
しごと

事しかできない人
ひとびと

々

が大
たいはん

半で、孤
こ じ

児達
たち

は生
い

きるために盗
ぬす

み、

障
しょうがい

害を持
も

つ方
かたがた

々は生
い

きることすら…」

「あの薬
くすり

のおかげで私
わたしたち

達は豊
ゆた

かな生
せいかつ

活

を送
おく

っています。あの薬
くすり

で得
え

たお金
かね

は、

教
きょういく

育や生
せいかつ

活が苦
くる

しい人
ひとびと

々の支
しえん

援にしか

使
つか

っていません。薬
くすり

の代
だいしょう

償となる若
わかもの

者

は公
こうへい

平にクジで選
えら

ばれました。彼女は

離れの民家で暮らしています。」

「私
わたし

は街
まち

に住
す

む人
ひとびと

々の代
だいひょう

表です。街
まち

の人
ひとびと

々は今
いま

の制
せ い ど

度を求
もと

めています。

どうか私
わたしたち

達の代
か

わりに領
りょうしゅ

主様
さま

を説
せっとく

得

して貰
もら

えませんか？」

【🚩条
じょうけん

件：双
そうほう

方の話
はなし

を聞
き

く】を達
たっせい

成する。

民
みん か

家

クジで選
えら

ばれた若
わかもの

者サラ

民
みんか

家の扉
とびら

は閉
し

まっている。

【🚩条
じょうけん

件：双
そうほう

方の話
はなし

を聞
き

く】と以
い か

下に続
つづ

く。

ノックをすると女
おんな

の子
こ

が出
で

てきた。

「私
わたし

はサラ。あなた達
たち

は…旅
たびびと

人さん？」

と聞
き

いた。さて、何
なに

を尋
たず

ねようか。

・旅
たびびと

人がクジの制
せいど

度について聞
き

く

「私
わたし

が今
いま

の制
せいど

度についてどう思
おも

っている

かですって？あの薬
くすり

のおかげで私
わたしたち

達は豊
ゆた

かな生
せいかつ

活ができるようになったわ。私
わたし

も

豊
ゆた

かな生
せいかつ

活をしている一
ひとり

人。今
いま

、大
だいす

好き

な音
おんがく

楽について勉
べんきょう

強しているの。他
ほか

の街
まち

では私
わたし

のような若
わかもの

者は勉
べんきょう

強する時
じかん

間がな

いと聞
き

くわ。」

・旅
たびびと

人が本
ほんね

音を聞
き

く

「もちろん。代
だいしょう

償として命
いのち

を捧
ささ

げるのは

嫌
いや

よ。私
わたし

だって生
い

きていたい…まだ勉
べんきょう

強

し足
た

りないわ。私
わたし

ね。クジで選
えら

ばれたと

き小
ちい

さな手
てかがみ

鏡を一
ひと

つ買
か

ったの。それでね。

ほほえむ練
れんしゅう

習をしているの。お別
わか

れの時
じ

に泣
な

きたくないから…」

「もう、いいかな？久
ひさ

しぶりに本
ほんとう

当の気
き も

持

ちを話
はな

して疲
つか

れちゃった…」

良
りょうしん

心と豊
ゆた

かさのあいだで
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エゼキエル

一
いっしょ

緒に街
まち

を出
で

ようとサラを説
せっとく

得する

サラは悩
なや

んだうえで、自
じぶん

分自
じし ん

身の気
き も

持ちを家
かぞく

族に伝
つた

え街
まち

を出
で

ることにした。君
きみ

たちはサ

ラと一
いっしょ

緒にエゼキエルを出
で

て、大
おお

きな街
まち

へと連
つ

れて行
い

った。

一
いちねんご

年後、エゼキエルの噂
うわさ

を聞
き

いた。サラ以
いがい

外にも多
おお

くの若
わかもの

者が、あの街
まち

を出
で

たようだ。

多
おお

くの若
わかもの

者がいなくなった街
まち

は衰
すいたい

退するしかないだろう。今
こんご

後あの街
まち

に住
す

む人
ひとびと

々はどう

すると君
きみ

たちは思
おも

う？

議
ぎか い

会を説
せっとく

得する

説
せっとく

得すると、議
ぎかい

会では議
ぎろん

論を三
みっか

日三
みば ん

晩した。そして、もう薬
くすり

を作
つく

らないことを決
けってい

定した。

それを確
かくにん

認して、君
きみ

たちは街
まち

エゼキエルを去
さ

った。

一
いちねんご

年後、エゼキエルの噂
うわさ

を聞
き

いた。あれから多
おお

くの難
なんみん

民が、あの街
まち

に流
なが

れ着
つ

いたようだ。

そのため今
いま

では貧
ひんぷ

富の差
さ

があり治
ちあん

安も悪
あっか

化した、どこにでもある街
まち

になったらしい。あ

の薬
くすり

があれば豊
ゆた

かな街
まち

のままだったと君
きみ

たちは思
おも

うだろうか？

何
なに

もせずに街
まち

から去
さ

る

君
きみ

たちは何
なに

もせずに街
まち

エゼキエルを去
さ

った。

一
いちねんご

年後、エゼキエルの噂
うわさ

を聞
き

いた。どうやら領
りょうしゅ

主が行
ゆく え

方不
ふめ い

明となり、街
まち

からは以
いぜん

前ほど

の豊
ゆた

かさはなくなったようだ。あの制
せいど

度に領
りょうしゅ

主の良
りょうしん

心は耐
た

えられなかったみたいだ。

クジで選
えら

ばれた若
わかもの

者サラについてはあれから何
なに

一
ひと

つ分
わ

からない。

領
りょうしゅ

主を説
せっとく

得する

説
せっとく

得すると、レナードは青
あお

ざめた表
ひょうじょう

情のまま頷
うなず

いた。それを確
かくにん

認して、君
きみ

たちは街
まち

エゼ

キエルを去
さ

った。

一
いちねんご

年後、エゼキエルの噂
うわさ

を聞
き

いた。あの街
まち

は戦
せんそう

争が原
げんいん

因で滅
ほろ

んだそうだ。以
いぜん

前から他
ほか

の

領
りょうしゅ

主は、あの豊
ゆた

かな街
まち

を狙
ねら

っていたらしい。あの街
まち

がなくなっていたことに君たちは何
なに

を感
かん

じただろうか。

良
りょうしん

心と豊
ゆた

かさのあいだで

「🚩条
じょうけん

件」を達
たっせい

成することで物
ものがたり

語が進
しんこう

行します。最
さいしょ

初に民
みんか

家や議
ぎ じ ど う

事堂に行
い

っても扉
とびら

が閉
し

まっていて人
ひと

には会
あ

えません。

追
ついか

加要
よう そ

素として、語
かた

り手
て

は領
りょうしゅ

主の城
しろ

の地
ち か

下に悪
あくま

魔が住
す

んでいることにしてもよいでしょう。

地
ち ず

図にもない隠
かく

し場
ばし ょ

所で、これはレナートから悪
あくま

魔の居
い ば し ょ

場所を教
おし

えてもらわない限
かぎ

り行
い

くことができません。

また、自
じぶん

分でオリジナルキャラクターをつくってこの物
ものがたり

語を改
かいへん

変してみても面
おもしろ

白いでしょう。

領
りょうしゅ

主の館
やかた

の地
ち か

下

悪
あくま

魔
　悪

あくま

魔を呼
よ

び出
だ

したレナードが「どんな

病
びょうき

気も治
なお

る薬
くすり

が欲しい」と願
ねが

ったため

若
わかもの

者の命
いのち

という代
だいしょう

償を加
くわ

えてレナード

との契
けいやく

約をまとめた。等
とうか

価交
こうかん

換の原
げんそく

則

であり、もし君
きみ

が悪
あく ま

魔と契
けいやく

約したなら、

悪
あくま

魔は君
きみ

の願
ねが

いに意
い じ わ る

地悪な代
だいしょう

償を勝
かっ て

手

に付
つ

け加
くわ

えることだろう。

悪
あくま

魔と会
あ

うにはレナードから地
ち か し つ

下室の

存
そんざい

在を聞
き

いておく必
ひつよう

要がある。

暗
くら

く狭
せま

い地
ち か し つ

下室には何
なに

かがいる気
けはい

配

がする。その何
なに

かを見
み

た瞬
しゅんかん

間に君
きみ

たちは理
りかい

解した。「これは決
けっ

して

出
で あ

会ってはいけないモノだ」と。

その何
なに

かは、こちらへ近
ちか

づいてきた。

「薬
くすり

について聞
き

きにこんな所
ところ

までお客
きゃく

様
さま

が来
く

るとは思
おも

ってなかったよ…ご苦
くろう

労な

事
こと

だね。そう、俺が“悪魔”だよ。」

「フランク・レナードと契
けいやく

約したのは10年
ねん

く

らい前
まえ

。内
ないよう

容は“半
はんとし

年に一
いちど

度13歳
さい

から18

歳
さい

の健
けんこう

康な若
わかもの

者の命
いのち

を代
だいしょう

償に、どんな病
やまい

も治
なお

す薬
くすり

を作
つく

ることができる能
のうりょく

力を与
あた

える”

ことさ。半
はんとしかん

年間一
いちど

度も薬
くすり

を作
つく

らない。レナード

のヤツが死
し

ぬ。あとは現
げんじつてき

実的じゃないが俺
おれ

が死
し

んだ場
ばあい

合は契
けい

約
やく

破
は き

棄だ…」

「ただ俺
おれ

としてはレナードと契
けいやく

約を継
けいぞく

続した

くない。というのも俺
おれ

は人
にんげん

間どもが絶
ぜつぼう

望や

混
こんらん

乱している姿
すがた

を見
み

るのが大
だいす

好きだ。なの

にレナードのヤツは自
じしん

身の欲
よくぼう

望のために薬
くすり

を使
つか

わない。残
ざんねん

念ながら俺
おれ

は一
ひとり

人としか

契
けいやく

約できない。レナードのヤツより他
ほか

のヤ

ツと契
けいやく

約した方
ほう

が面
おもしろ

白かっただろうな…」


